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背　景　Background　

敷　地　横浜市保土ヶ谷区川島町 陣ヶ下渓谷周辺     Area：Jingashita Valley in Yokohama City

調　査　Research

提　案　Proposal

都市開発の後 /跡の可能性を考える。これからの建築は、開発の跡から始まるのではないか。

都市化による環境破壊は本当に悪影響だけもたらすのか？

破壊による創造も生まれつつある

開発の跡の環境をつなぐ建築 Architecture that connects nature and man-made things 
自然環境と開発された環境との境界に設計する

まずは、新たな環境の可能性に気づくこと。

そして、その環境とともに生きる。

そのための建築である。

都市の中で新たな居場所ができる。

都市の中の自然は、ヒトの作用を受け続けている

都市とは人工と自然が複雑に入り混じるものである

丘陵地形に急速な開発、緑が点在する横浜郊外

横浜特有の要素が重なる都市空間

都市の中の自然は、手入れをしていくことで生きる無意識、無作為に起こる自然も存在する

自然とは , 人間の意識の外で存在する状態である

都市は無論、自然を改変し
てつくられる。「人新世」と
いう、人間活動が全地球上
に大きな影響を与えている
という地質年代の新たな概
念が生まれる昨今、もはや
自然と人工に簡単には分離
できない。都市の中には都
市ならではの自然が存在す
る。

1944 年
帷子川崖線と陣ヶ下渓谷に豊かな森が広がり、周りは畑地が取り囲む

高度成長期～急速な開発

2004 年
渓谷の森を、横浜市の主要幹線道路である環状 2号線が貫く。また、
周囲には急速に住宅地が開発されるが、開発の難しい渓谷の森は残る

都市開発や建築により、計画段階
では意図されていないような新し
い物事も発生する。それは、副産
物としての新たな自然の発生であ
る。開発で自然が破壊される一方、
新たな自然生成の可能性があるの
ではないか。

かつて都市化が起こる前は、人の
営みと自然環境とは、関わり合い
をもち共生していた。しかし都市
化は人の思うがままに自然環境を
改変し、残された自然環境は悲鳴
をあげている。保全と言いつつも
手入れ行き届かず放置され、荒れ
放題である。

×自然 vs 人工 ◯人間活動も自然の一部 高架橋の下に棲みつくハト

高架横浜市緑被率の変遷

多摩丘陵による微地形、豊かな谷戸 場所を選ばず直線に貫く幹線道路 丘の上の宅地開発、残された斜面緑地

渓谷の森に幹線道路が貫く 丘陵地形に宅地と緑地

斜面緑地の階段 ホタルが生息する渓谷の自然

幹線道路の高架下

様々な層が重なり、多様な空間が生まれている

人の手が加わった自然環境は ,
人間が手入れを続けることで生き生きする

都市開発
無作為に生まれる物事

人々の作為による
物事の集合

間伐
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畑緑地
(雑木林 )

幹線道路

畑地と緑地のある郊外 宅地や幹線道路の開発が進む 自然環境と接点を持てる可能性

谷戸

道路開発・宅地開発という近代的都市開発にさらされながらも、豊かな自然環境が残る渓谷

渓谷らしい多様な生物種が確認。手入れが必要なところもある 陣ヶ下高架橋は確かに環境を破壊したが、新しい環境もつくっている

陣ヶ下渓谷陣ヶ下渓谷
Jingashita ValleyJingashita Valley

環状2号線環状2号線

住宅地
residential area
住宅地
residential area

団地
public housing
団地
public housing

  highway  highway

帷子川帷子川
  river  river畑畑

 field field

＋ ＋

渓谷の森

渓流

環状 2号線高架

(既存 ) 高架下公園
散策路

陣ヶ下高架模式断面図

湧水

水辺環境

コナラ群落等

樹林環境

草地環境 コナラ群落・スギ群落等

樹林環境

(鳥類 )
ツバメ、モズ、カワラヒワ等
(爬虫類・両生類 )
ヒガシニホントカゲ等
(昆虫 )
ショウリョウバッタモドキ、ヤブガラシ、グンバイ等

(植物 )
イワボタン、ヨゴレネコノメ。サワフタギ、ミヤマシラ
スゲ等
(鳥類 )
キセキレイ等
(爬虫類・両生類 )
ヒバカリ等
( 昆虫 )
ミルンヤンマ、ゲンジボタル、マユタテアカネ、ケラ等

(植物 )
アカショウマ、カザグルマ、ノブキ等
(鳥類 )
オオタカ、ハイタカ、ツミ、キビタキ、アオジ等
(爬虫類・両生類 )
シマヘビ、アオダイショウ等
(昆虫 )
コシロシタバ、オオミノガ、タマムシ、キイロトラカミキリ等

コナラ林は 60年以上放置され、

シイ・カシの林に変わろうとしている

コナラ林は 60年以上放置され、

シイ・カシの林に変わろうとしている

湧き水が至るところで湧く

高架下の環境はつる性植物が育つ

荒れた人工林は管理が必要である荒れた人工林は管理が必要である

コナラ群落

スギ・ヒノキ・サワラ植林

ヨシクラス

伐採跡

植栽 (中高木 )

　既存の遊歩道

37 種 6種 482種423種 5種
　　植物　　　　哺乳類　　　　鳥類　　　　 爬虫類　　　 昆虫類　　

出典：横浜市環境科学研究所『陸域生物多様性に関する調査業務報告書』,2018 年

自然環境と調和した土木インフラ -陣ヶ下高架橋 -

陣ヶ下高架橋は渓谷の環境との調和のために様々な工夫が施されたデ
ザインとなっている。もちろん、森を分断しているため元来の生き物
の生息地の分断や樹木の伐採などの影響は存在する。しかし、新たな
植生が生まれるなど新しい環境が生まれたと捉えてみる。技術者らの
力で生み出された特異な空間は、新しい可能性をもつと考えた。

陣ヶ下渓谷の都市開発の跡には、高架橋により新しい自然環境が生まれたり、宅地開発により自然環境のすぐそばに人の営みがあっ
たりする。それらの環境を建築でつなぎ、人々が自然とより近く関わり、手入れが必要な都市の中の自然も、未来へ持続可能になる。

3.5m        15m

遊歩道
深礎基礎
…環境負荷を最小限にする

ゆったりとした歩道

上から森を見下ろす

渓流

道路の間の開口部

光が差し込む

有機的な形状
＝ピルツ構造

植生を残す

暗がりを好む新たな植生が生まれている

ヒトが渓谷に入りやすくなった

陣ヶ下高架橋　断面図

巨大なスケール感のある空間

親しみのある木目調のテクスチャ

　橋脚を這うつる植物 工事跡をコケが覆う

破壊 創造
・森林の伐採
・動物の生息地の分断
・景観要素の分断

・微地形と土木インフラの生
み出す特異な空間
・暗がりを好む新たな植生
・渓谷への行きやすさ向上

幹線道路開発の評価

破壊 創造
・緑地への侵略
・生産緑地の減少
・斜面開発での災害
リスク増加

・斜面緑地と物理的に近い
・地形でできる不規則な空間
・眺望が良い
・庭による新たな自然環境

丘陵地での宅地開発の評価

人工 vs 自然。関わり希薄。

自然に溶け込み自然に親しむ
手入れをしながら自然を維持する

仕方なく森まで
迫った住宅地

森のそばで暮らしているということ



提　案　Proposal

図　面　Drawings

湿地帯 marshland

( 耕作放棄された、かつての水田 )

保全斜面林(広葉樹林) broad-leaved forest

( 雑木林 )

畑地

渓流をまたぐ遊歩道

高架橋と接続 to the highway

スギ・ヒノキ・サワラ人工林 planted forest

渓流へ下りる道 trail

±0(GL)

-2m

＋2m

＋4m
＋6m

＋8m

＋10m

0 10(m)

ホタル群生地 firefly

±0(GL)

展示 gallery

演奏する playing the instrument

読書する reading

橋脚周りの休憩所
rest space around a big pier 森と高架橋と建築に囲まれた広場

square surronded by the architecture

±0(GL)

納屋 storage

野外教室 learning outside

公園管理事務室 office

ワークスペース working studio

放課後の遊び場 after school

図書室 library

昆虫標本の作り方レクチャー

図書室 library

森林の手入れをしに行く forest management

±0(GL)

高架の歩道へ to the sidewalk on the highway

リスを見る watching squirrel

鳥を観察する bird-watching

走り回る running

ワークスペース working studio

環境レクチャールーム

高架の歩道へ to the sidewalk on the highway

Site A Plan   GL＋5m 0 10(m)

Site A Plan   GL＋8m 0 10(m)

Site A Plan   GL＋12mSite A Plan   GL 0 10(m)

A

A’

B

B’

開発の跡の環境をつなぐ建築 Architecture that connects nature and man-made things 

環状
2号
線の
開発
 hi
gh
wa
y 

畑地・宅地の開発

宅地の開発
residential area invaded forest

疎林広場

陣ヶ下渓谷

市街
地か
ら入
るル
ート

渓谷と幹線道路で分断された
2つの丘をつなぐ動線となる

公園に興味をもつ

高架下に気づく
帷子川

森と共にある暮らし
living beside the forest

西谷浄水場

生産緑地

駅から
from the station

生活動線の中で

全体配置図 Layout 0 100(m)N

N

Site A

Site B
Site C

Site A　環境を体験する円環状の建築 

Site B, Site C　斜面緑地まで侵略した住宅群は、森と出会い、森と暮らす 

丘の上の住宅地 residential area on the hill

river

Jingashita Valley

vegetable field

自然環境と開発された環境との境界に設計する
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斜面緑地に近づいた住宅は
緑を専有している一方、
関係が希薄である。

地形に沿って、住宅の 2 階
から森への視線をつくるよ
うに屋根をかける。

森のそばが公共となる。

斜面緑地との境界は
地形による空間の変化に富む。

家裏となる境界に屋根を建築。
住宅地と森との新しい関わりを生む

プログラム
・生活動線　・勉強をする　　　・自動車を待つ　・交流する
・本を読む　・虫取りをする　　・ご飯を食べる　・考え事をする
・休憩する　・放課後に集まる　・涼しむ

1. 多様な環境に触れる道のような建築　

2. 周囲の環境が行動を決める

3. 自由な平面、可変的で持続可能

5. 垂直にも体験できる新しい自然公園に

6. 高架下の自然に気づく

4. 地形・土木インフラも含めて建築である

・公園管理をする拠点
・自然体験ワークショップ
・環境レクチャー
・生活動線
・日常の居場所
・本を読む
・自然を観察する
・演奏する
・高架上と高架下、2 つの
丘をつなぐ遊歩道

プログラム

円環は回遊性を生む。
正面がなく多方面に開く。

この建築は、川、湿地帯、広葉樹林、針葉樹林、幹線道路の高架下、道路の開口部の下と、多様な環
境に接しているところに位置している。それらの要素を縫うような円環の配置である。行われる行為
の変化は、これらの環境変化に依存する。建築は行為をそれほど束縛しないのが良い。
例 ) 川の近くで本を読みたい。高架下の少し暗いところで読書したい。

躯体の道に、間仕切りや建具で空間を緩やかに分ける。構造はシンプルなラーメンのフレーム構造な
ので、用途変更に柔軟である。もし機能がなくなったとしても、道として活用される。

この建築は高架下の「大屋根」や橋脚の「神殿柱」を含めて建築である。
また、地形をつたっても移動する。

高架上は直線的で便利だ。しかし、その下の自然に気づき、人々は下りて
くる。児童生徒は放課後にこの建築に立ち寄ったりするのかもしれない。

単なる線状では方向
が決まってしまう。



 Section A-A’ 

 Section B-B’ 

地形と渓谷の森、高架橋のおおらかな大屋根、環境を縫うような建築が一体となり、開発の生み出す新しい風景ができる。

道路開発の破壊の跡に自然と溶け込むような建築をする。ヒトは自然に向き合い、適切に手を入れ都市の中の自然を持続する。自然と人工に分離できないような、都市生態系の新たな営みが生まれる。
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Site B  Plan 

Elevation 0 4(m)

0 4(m)

 Section A-A’  Section B-B’ 0 2(m) 0 2(m)

渓谷へ　to Jingashita Valley

停留所 mobility stop

渓谷の森 forest  

環状 2号線 highway 

歩道 sidewalk 

森のリビング living room beside the forest

住人と話す talking with someoneお昼ごはん eating lunch

小広場 park 

虫取りをしよう bug catching

共有庭 common yard

保育園 nursery

丘の上の住宅地 residential area on the hill

森の近くは涼しい  cool
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Site C  Plan 

 Section A-A’ 

 Section B-B’ 

 Section C-C’  Section D-D’ 

0 10(m)

0 10(m)

0 4(m)

0 4(m) 0 4(m)

陣ヶ下渓谷へ　to Jingashita Valley

帷子川崖線緑地　green escarpment

集まる gathering

散歩する walking

図書室　library

一人で静かに読書する reading alone

勉強する studying

停留所 mobility stop 

放課後に after school 

駅へ to the station

丘の上の住宅地 residential area on the hill
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